
「あらためて学認」 つづき 

GakuNin Library Team 2011活動報告 

GakuNin Library Team 
 

阿蘓品 治夫   （ＮＩＩ） 
天野 絵里子 （九州大） 
井上 敏宏  （京都大） 
吉田 幸苗  （東京大） 
野田 英明  （千葉大） 



議論の出発点。 

• これからの「図書館サービス」とは？ 

 

–  図書 / 雑誌 / 論文 / Ｗｅｂ まとめて検索 

–  電子リソースへの安定的・永続的アクセス 

–  いつでも，どこでも，文献が利用できる環境 

–  etc. 

 

• どのような環境を利用者に提供したい？ 



あらためて、なぜ学認？ 



学認の利点（図書館的に） 

リモートアクセス環境の実現 

 

Single Sign-Onによる利便性向上 

 

電子リソースの高度なアクセス管理 
 

「これからの図書館サービス」の前提，だよね！ 



学認ライブラリーチームの野望 



プロジェクト体制 

•サービス拡大戦略の検討 

•ベンダーへの1st Contact 

GakuNin Library Team 

•ベンダーとの連絡・調整 

Library service integration coordinator 

•フェデレーションサーバによる接続テスト 

Technical Support Team 



電子ジャーナル等を安定・継続して 

確保・提供することを目的に 
 

JANUL / PULC のアライアンス 

2011年4月発足 

508の大学図書館が参加 

JUSTICEとの連携 



JUSTICEとの連携 

Shibboleth / 学認対応可否の確認 
 JUSTICE標準提案書でチェック！ 

 

図書館担当者への情報提供 
 『電子資料契約実務必携』に詳述！ 
 

出版社 / 代理店への働きかけ 
 詳しくはお手元のリーフレットを！ 



Welcome to GakuNin! 



Welcome to GakuNin! 



リモートアクセスだけならば，

EZproxy®をはじめ， 

他のソリューションもあります。 



VPN / Proxyの弱点 

• (VPN) マシンごとにソフトをインストール 

 

• (Proxy) Deep linkなどへの対応に難がある 

 

• （共通） どちらも「IPアドレス」に依拠 

 

「場所」以外にアクセス制御基準はないの？ 



ShibbolethとProxy（英国の例） 

Shibboleth 

Shib 

Shibboleth対応 
コンテンツ 

非Shibboleth 
コンテンツ 

Proxy 



ShibbolethとProxy（米国の例） 

Shib 

Shibboleth対応 
コンテンツ 

非Shibboleth 
コンテンツ 

Proxy 



Classic Athensの置き換えを目指した英国， 

 

学内サービスの認証一元化を図る米国， 

 

当然ながら，異なるソリューション。 

 

それでは，日本型モデルとは？ 
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★契約しているデータべース，電子ジャーナルを学外から 

  利用する際，サービスごとに異なるＩＤ，パスワードが必要。 

  中には個人登録が必要な場合も・・・ 

                  ↓ 

  利用者はデータベースごとにアクセス方法を 

    使い分ける必要がある。 

 

 

 
共通のＩＤ，パスワードで 

利用できると便利 

ベストプラクティス＠東邦大さん事例 



 

 

 

 

 

 

 

Ｍｙ OPAC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子ジャーナル 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストプラクティス＠東邦大さん事例 

PubMed 

ＣＩNAＨL 

Web of Science 

RefWorks 

文献申し込み 

蔵書検索 

Journals@Ovid 

ScienceDirect 

SpringerLink  

どこかで，Shibbolethにログインすれば，
他のリソースを使う際，ＩＤ,パスワードの 

入力は不要  

大谷裕. 東邦大学における「学認」導入事例. 第13回図書館総合展フォーラム資料 

http://www.nii.ac.jp/userimg/libraryfair2011/forum_1-2-1.pdf 



ベストプラクティス＠九大さん事例 

18 Kyushu University Office for Library Cooperation,2010 

学内サービス 
様々なサービスを 
全学共通IDで利用 

GakuNinで 
Shibboleth認証対応の 

eリソースが増加中 
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Single Sign-onで、 
多様なｅリソースへ 
ダイレクトにリモート・アクセス 

EZProxy 

eリソースの利用においては現在 Proxy利用 と Shibboleth のハイブリッド型。 
今後はShibboleth対応の増加をめざす。 

ベストプラクティス＠九大さん事例 



アクセス管理の変革へ 

• IPアドレス認証による制約 
 契約上の制約 

 サービス上の制約 

• Shibboleth認証の可能性 

 

まずはIPアドレス / Shibboleth 
ハイブリッド環境を創りませんか？ 

 



まとめ。 

• 「どんなサービスを提供したいですか？」 

  すべては，ここから始まります。 

 

• 学認で解決できるコト，きっとあります。 

 

• いいソリューションは共有しましょう！ 

Because we are federated  


